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令和５年度「青少年の非行・被害防止全国強調月間」取組結果 

都道府県名 滋賀県 青少年行政主管課（室）名 健康医療福祉部子ども・青少年局

家庭支援推進室 

最重点・重点課題 取組内容 備考 

最重点課題 

こどものイン

ターネット利

用におけるこ

どもの犯罪被

害等の防止 

○大会実施 

 ・「青少年の非行・被害防止滋賀県強調月間」推進対策会議（県） 

開催日：６月２１日 

内容：月間の趣旨説明（県庁） 

講演（青少年を取り巻く現状や取組について 県警少年課） 

     取組発表・意見交換 

・滋賀県非行防止・環境浄化対策連絡会議（県） 

  開催日：７月４日 

講演：少年犯罪の現状（警察少年課長）、 

保護司の想い（保護司会）、 

生徒指導上への諸課題の対応（教育委員会） 

○広報啓発 

・ポスター掲示、街頭啓発（健康福祉事務所、各少年センター、各市町） 

 ・各種広報誌の発行（各少年センター、各市町） 

・フィルタリングやＳＮＳに関する資料の展示（栗東少年センター） 

・闇バイト対策にかかる県警との合同街頭啓発（県） 

 
 

・青少年健全育成条例の一部改正パブリックコメント実施（県） 

内容：自画撮り要求行為の禁止、使用済み下着等の譲り受け禁止 

の規制等を新設 

・地元サッカーチーム「レイラック滋賀」との共同デザインを使用し 

た強調月間の啓発用うちわ作成（県） 

 
・強調月間の啓発用うちわ配布 

（滋賀県育成県民会議、各少年センター、各市町） 

 ・量販店、携帯電話販売店における店頭啓発（湖南市少年センター） 

・中学校ボランティア部とのコラボ啓発（湖南市少年センター） 
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・ネット・スマホのある時代の子育て、自画撮りの被害について等広報誌 

への掲載（高島市少年センター） 

・メッセージ入り啓発品をコンビニエンスストア、公共施設に配置 

 （守山野洲少年センター） 

・ブロック別重点地区合同街頭補導・啓発の実施（大津少年センター） 

・地元量販店協力のもと啓発コーナーを設置（日野町少年センター） 

店内放送で呼びかけと、青少年への願い事を書いてもらった短冊を 

七夕の日に飾り付け、子どもの非行・被害防止を願った。 

 

 ・「スマホ 18 の約束」啓発チラシ配布（東近江市） 

対象：保護者（小学５、６年生、中学生） 

・強調月間の横断幕とのぼり旗の設置（東近江市） 

○会議・研修会等 

 ・少年補導委員会研修会（近江八幡・竜王少年センター） 

講演：青少年をスマホ犯罪の被害者にも加害者にもさせないために 

（ＮＰＯ法人イー・エルダー） 

・栗東市まちづくり出前トーク・研修会（栗東市少年センター） 

内容：家庭や地域で守る、子どもの安全と安心。 

不審者から子どもを守る。ＳＮＳでのトラブルを防ごう。 

講師：栗東市少年センター所長 

・少年補導委員と中学生との合同交流会（守山野洲少年センター） 

   内容：少年補導委員と学校代表の中学生が意見交流を行う 

・少年センター運営協議会（大津少年センター、日野町少年センター） 

・少年補導員会開催の夏期少年非行特別対策定例会参加 

（東近江少年センター） 

参加者：警察署員、学校教員、少年補導員 

内容：生徒のネットトラブル及び被害状況とネットの危険性について 

の保護者の認識と指導状況｣の説明 

警察署員による｢インターネットの危険性とペアレンタルコン 

トロール｣、「ＳＮＳ被害防止・加害抑止」の講習 

・学警補導連絡協議会の開催（木之本青少年センター） 

出席者：警察署長･少年補導委員会会長･市教委･青少年センター所長 

・管内小中高校長 

内容：児童生徒の生徒指導の現状と課題、夏季休業に向けての取組 

     ＳＮＳやゲームに係る現状と課題 等 

 ・各学区における青少年育成市民会議の開催（各市町） 

  「青少年の健全な育成」「インターネットと子育て」等 

・中学生サミット参画（守山市） 

参加者：中学校（私立、県立）の生徒会役員、 

青少年育成市民会議役員 

内 容：スマホなどによる SNS、インターネット利用について問題点 

や利用について考えていく。 

      ポスター制作、動画などによる啓発を行う。 

○保護者・青少年向けの防犯教室等 

・初発型非行防止教室の実施（栗東市） 

  市内全小学校４年生を中心に、少年補導委員、警察と合同開催 

内容：「スマートフォン、ＳＮＳの危険性について」 

・ＤＶＤ視聴後の質問コーナーにより、なぜ万引きがいけないこ

となのか理解を深め、適切な意思決定や行動選択の必要性を学

び、規範意識を高める。 

「初発型非行（万引き）について」 

・ＳＮＳとは何か、ＬＩＮＥやメールで気を付けることなど 
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 ・サイバ―犯罪防止教室（大津市堅田少年センター） 

 ・警察署と共同して小学生に対するＳＮＳ被害防止・加害抑止教室の開催 

  （東近江少年センター） 

○立入り・実態調査 

・携帯電話販売店への立入り、保護者等に対するフィルタリングの説明状 

況等の調査（守山野洲少年センター、彦根市少年センター） 

 

〇少年センター（または青少年センター）  設置数  １６施設 

 少年補導委員  人数  １０４１名 

 主な活動（内容） 

①街頭補導 ②相談 ③有害環境浄化 ④薬物乱用防止 

⑤無職少年対策 ⑥広報啓発 ⑦研修  

⑧少年補導委員会との連携・支援 ⑨有害図書等の立入調査 

⑩非行少年等の立ち直り支援 ⑪あいさつ・声かけ運動等 

 

重点課題１ 

有害環境への

適切な対応 

 

〇大会実施 

・中学生広場「私の思い２０２３」大会運営支援（栗東市少年センター） 

○広報啓発 

 ・啓発ポスター掲示、街頭啓発（健康福祉事務所） 

 ・広報誌の発行（犬上少年センター） 

・メッセージ入り啓発品をコンビニエンスストア、市内公共施設に配置 

 （守山野洲少年センター）【再掲】 

・ブロック別重点地区合同街頭補導・啓発の実施 

（大津少年センター）【再掲】 

・少年補導委員と合同でのあいさつ運動実施（栗東市少年センター） 

・青パト巡回による啓発 保護司会、少年補導委員、教員 

（栗東市少年センター） 

・有害図書等販売店に対する一斉啓発活動（湖南市少年センター） 

・公園・駅周辺等の清掃活動による環境整備（東近江少年センター） 

・落書き等点検活動（木之本青少年センター） 

・広報誌の発行と広報チラシによる啓発（湖南市） 

・明るい地域づくりの標語を小中学校・養護学校から募集（高島市） 

広報誌に標語や簡単な朝ごはんレシピ掲載 

標語を入れたのぼり旗を児童生徒と合同作成し学校に掲示 

・中学生広場「私の思い 2023」大会参加者へ啓発物品配布（守山市） 

・痴漢防止啓発看板の点検及び設置（東近江市） 

・駅舎等清掃活動（東近江市） 

・まちぐるみで愛の声かけ運動の実施（野洲市） 

参加者：市長、教育長、各自治会、校(園)、PTA など 

・愛の声かけ運動用のぼり旗の掲出（野洲市） 

○会議・研修会等 

・滋賀県非行防止・環境浄化対策連絡会議（場所：県庁）【再掲】 

講演：少年犯罪の現状（警察少年課長） 

保護司の想い（保護司会） 

生徒指導上への諸課題の対応（教育委員会） 

 ・青少年育成連絡協議会への参加・情報共有（湖南市少年センター） 

 ・少年補導委員会幹事会（高島市少年センター） 

内容：市内の少年非行の現状・夏季特別パトロール・おでかけ隊等 

・私の思い２０２３守山市中学生広場に参加（守山野洲少年センター） 

 ・はつらつ野洲っ子中学生広場に参加（守山野洲少年センター） 

○立入り・実態調査 

・白ポスト（有害図書回収ポスト）の管理回収 
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（近江八幡・竜王少年センター、守山野洲少年センター、長浜青少年 

センター、米原市少年センター、木之本青少年センター、守山市、 

東近江市、野洲市） 

・有害図書等に関する立入調査（各少年センター） 

・生徒指導担当教員を同行した店舗立入調査（守山野洲少年センター） 

・青少年健全育成市民会議と少年補導委員会と合同で図書等取扱店への 

要望活動を実施。（大津少年センター） 

・刃物取扱店への立入調査を実施。（大津少年センター） 

重点課題２ 

薬物乱用対策

の推進 

 

○広報啓発 

・ポスター掲示、街頭啓発（健康福祉事務所、各少年センター、各市町） 

・街頭啓発活動『ダメ。ゼッタイ。』（各少年センター） 

・ダメ。ゼッタイ。啓発マグネット貼付（近江八幡・竜王少年センター） 

   市民バス（15 台）、町パトロール車・公用車（５台） 

   町予約制乗合ワゴン（１台）、学区青色パトロール車（11 台） 

   少年センター公用車（３台） 

・広報誌「少年センターだより」等への啓発文掲載（各少年センター） 

・小中学校でのリーフレット・啓発資材の配布（湖南市少年センター） 

・少年補導協力員と少年補導委員との啓発（高島市少年センター） 

・メッセージ入り啓発品をコンビニエンスストア、市内公共施設に配置 

 （守山野洲少年センター）【再掲】 

・国際麻薬撲滅デーにおける啓発活動を警察署と共に実施 

（木之本青少年センター） 

・広報誌の発行と広報チラシによる啓発（湖南市）【再掲】 

・薬物乱用防止立て看板の設置（豊郷町） 

〇会議・研修会等 

・少年センター運営協議会（大津少年センター）【再掲】 

・少年補導員会で、警察署員・学校教員を招いた夏季特別定例会を開催 

（東近江少年センター） 

夏季休業期間中の非行防止に向けた特別補導活動計画をたて、 

夜間パトロール・量販店・コンビニ・公園のパトロール強化 

夏期祭礼行事における特別街頭補導活動を実施 

〇保護者・青少年向けの防犯教室等（〇〇市、内容） 

・滋賀医科大学生と共同による中学生対象防犯教室 

（近江八幡・竜王少年センター） 

・小中学校での薬物乱用防止教室の実施 

（湖南市少年センター、長浜青少年センター） 

・警察署と合同で中学校に薬物乱用防止啓発教室を実施 

（大津少年センター、東近江少年センター） 

・薬剤師を講師に招いて薬物乱用防止教室実施（木之本青少年センター） 

◯立入り調査 

・酒タバコ販売店に対する立入調査・指導（東近江少年センター） 

  ＣＢＤリキッドなど販売する大型量販店や酒類販売店・コンビニ等 

・事業先訪問の実施（高島市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

重点課題３ 

不良行為及び

初 発 型 非 行

（犯罪）等の

防止 

〇大会実施 

・湖南市青少年育成市民会議研修会の実施（湖南市） 

 出席者：市民会議・学区民会議等 

  内容：講演（防災キャンプのすすめ 下田青少年育成学区民会議会長） 

     グループミーティング（青少年の不良行為および初発型非行防 

止対策について） 

○広報啓発 

・少年センターだより等市町広報誌の発行 
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（各少年センター、各市町）【再掲】 

・量販店における街頭啓発の実施（各市町） 

・小中学生に対する非行防止、健全育成の標語、ポスター募集 

（長浜青少年センター） 

   小中学生に対して非行や犯罪のない街にするためにできることを 

テーマに募集  

 ・夏休みの広報車による啓発活動の実施（野洲市） 

 ・店舗巡回啓発活動（湖南市少年センター） 

・中学校ボランティア部とのコラボ啓発（湖南市少年センター） 

 
 

〇会議・研修会等 

・青少年問題協議会・少年センター運営会議（栗東市少年センター） 

・警察学校等連絡会議（大津市堅田少年センター） 

・高等学校連絡協議会推進会議の情報交換会（犬上少年センター） 

・中学校生徒指導連絡協議会推進会議の情報交換会（犬上少年センター） 

・警察官駐在員との情報交換会（犬上少年センター） 

・少年補導員研修会開催と非行防止の推進会議（犬上少年センター） 

・中学校等関係機関と少年補導委員との懇談会（湖南市少年センター） 

・少年センター運営協議会（大津少年センター） 

闇バイト等 SNS の危険性や薬物乱用防止等の協議、啓発促進 

・中学校の生徒指導連絡会議に参加（大津少年センター） 

生徒の情報交換、非行・被害防止のための連携強化 

・小学校対象の生徒指導連絡会議を実施（大津少年センター） 

事例報告・事案検討と関係機関との交流 

・各学区における青少年育成市民会議の開催（各市町） 

  「初発型非行防止」「あいさつ運動」等 

・人権尊重のまちづくり・男女共同参画推進協議会総会開催 

（近江八幡市） 

・人権尊重のまちづくり懇談会合同研修会（近江八幡市） 

・中学生対象の青少年非行防止標語募集（近江八幡市）  

・花いっぱい運動 (中学生と地域の交流活動)（近江八幡市） 

・保・幼・小・中学校との安全連携会議（東近江市） 

・青少年活動促進部会研修会  （東近江市） 

   テーマ「子どもたちを見守る（地域）輪」 

・「地域ふれあいラジオ体操」の推進（東近江市） 

〇保護者・青少年向けの防犯教室等 

・人形劇による児童・幼児向け防犯教室（近江八幡市） 

・小学校４年生対象の少年補導委員、警察合同開催（栗東少年センター） 

内容：「スマートフォン、ＳＮＳの危険性について」 

ＤＶＤ視聴後の質問コーナーにより、なぜ万引きがいけない

ことなのか理解を深め、適切な意思決定や行動選択の必要性を

学び、規範意識を高める。 

「初発型非行（万引き）について」 

ＳＮＳとは何か、ＬＩＮＥやメールで気を付けることなど 

・初発型非行防止教室（栗東市）【再掲】 

・まちづくり出前トーク・研修会（栗東市少年センター）【再掲】 
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内容：家庭や地域で守る、子どもの安全と安心。 

不審者から子どもを守る。ＳＮＳでのトラブルを防ごう。 

講師：栗東市少年センター所長 

・小学校において少年補導員による「万引き防止教室」劇を実施 

 （東近江少年センター） 

・保育園、幼稚園で誘拐・非行防止教室を実施（東近江少年センター） 

・幼児向けのペープサートで防犯教室を開催（日野町少年センター） 

・中学校における非行防止・防犯教室の開催（彦根市少年センター） 

○補導活動 

・少年補導委員との合同パトロール（各少年センター） 

・高校ＰＴＡ生活指導連絡協議会と合同（近江八幡・竜王少年センター） 

 ・地域防犯団体との合同パトロール（各少年センター） 

 ・花火大会パトロール（大津市堅田少年センター） 

・愛の声かけ運動（湖南市少年センター） 

・登校時・下校時の声かけ運動（湖南市少年センター） 

・地区外街頭補導巡回活動（守山野洲少年センター） 

内容 担当地区外、主に駅周辺、量販店、カラオケ店のある地区で 

特別街頭補導巡回する 

・ブロック別重点地区合同街頭補導・啓発（大津少年センター）【再掲】 

・夏中縁日街頭補導の実施（長浜青少年センター） 

・特別街頭補導活動（東近江少年センター） 

花火大会、夏まつり等のイベントにおける特別街頭補導を実施 

 ・警察署合同での愛のパトロール街頭啓発実施（木之本青少年センター） 

・青少年育成市民会議役員、少年センター、少年補導員会の合同実施 

（湖南市） 

・商店街夜市パトロール活動（高島市） 

・愛のパトロール巡回活動（東近江市、野洲市） 

・町内夜間パトロール（豊郷町） 

重点課題４ 

再非行(犯罪)

の防止 

 

○広報啓発 

・量販店における街頭啓発の実施（各市町）【再掲】 

・社会を明るくする運動竜王町推進委員会啓発活動（近江八幡市） 

・強調月間・社明運動合同街頭啓発活動（栗東市少年センター） 

・保護司会合同街頭啓発パトロールの実施（栗東市少年センター） 

  青色防犯パトロールカーにて、広報啓発音声をアナウンス 

・社会を明るくする運動のぼり旗・ポスター等を掲出（各少年センター） 

・青少年健全育成市民会議と少年補導委員会と合同で実施 

（大津少年センター） 

 ・少年センターだよりに記事掲載（大津少年センター） 

相談窓口、あすくる（立ち直り支援事業）支援ボランティア募集 

・社会を明るくする運動 メッセージ伝達式等 

（米原市少年センター、木之本青少年センター、東近江市） 

・夏休みの広報車による啓発活動の実施（野洲市） 

〇会議・研修会等（〇〇市、内容） 

・滋賀県非行防止・環境浄化対策連絡会議（場所：県庁）【再掲】 

講演：少年犯罪の現状（警察少年課長）、保護司の想い（保護司会）、 

生徒指導上への諸課題の対応（教育委員会） 

 ・再犯防止推進計画検討専門分科会（県） 

・社会を明るくする運動大会出席 

（近江八幡・竜王少年センター、湖南市少年センター、日野町少年セン 

ター、彦根市少年センター、湖南市、東近江市）   

・社会を明るくする運動学区民大会講話（近江八幡・竜王少年センター） 

・社会を明るくする運動研修会講師（栗東市少年センター） 

 



 

7 

内容：少年非行の現状から地域・家庭にのぞむこと 

・無職少年対策指導員研修会（各少年センター） 

 ・無職少年対策推進員会議の開催（湖南市少年センター） 

 ・守山市青少年問題協議会（守山野洲少年センター） 

・地区更生保護女性会ケース検討会等で講話（守山野洲少年センター） 

 ・要保護児童対策協議会代表者会議、研修会参加 

（守山野洲少年センター） 

 ・青少年問題協議会参加（守山野洲少年センター） 

 ・警察署と連携した問題行動がある少年への支援協議を毎月開催 

（東近江少年センター） 

・青少年育成会議(高月) 研修会で講話（木之本青少年センター） 

・研修会開催（近江八幡市） 

講演：「生きづらさを生きていく」 

～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～ 

講師：保護司 廣田 耕一郎先生 

〇保護者・青少年向けの防犯教室等 

・少年補導委員会等との合同による誘拐防止教室（各少年センター） 

◯非行少年等立ち直り支援事業（あすくる）の継続実施 

（少年センター９か所） 

 ・少年非行問題の相談(非行防止・非行集団からの離脱など) 

 ・学習支援…進学に向けた学習支援、進路指導 

・無職少年対策…就労支援(職場見学・職場体験など) 

          職業安定所及び協力事業所・店舗と連携 

  ・家庭支援、登校支援等、各少年に応じた個別支援活動の実施 

重点課題５ 

重大ないじめ ・暴力

行為等の問題

行動への対応 

○広報啓発 

・滋賀県こども・若者総合相談窓口などいじめに関する資料の展示 

（栗東市少年センター） 

・広報誌の発行と広報チラシによる啓発（湖南市）【再掲】 

・明るい地域づくりの標語を小中学校・養護学校から募集 

（高島市）【再掲】 

〇会議・研修会等 

・滋賀県非行防止・環境浄化対策連絡会議（場所：県庁）【再掲】 

講演：少年犯罪の現状（警察少年課長）、 

保護司の想い（保護司会）、 

生徒指導上への諸課題の対応（教育委員会） 

・管内中学校に愛の学校訪問（近江八幡・竜王少年センター） 

・生徒指導主事会（栗東市少年センター） 

  内容：情報交換、夏季休業中の児童生徒への指導・保護者への 

      啓発について、ＳＮＳによる相談、学校外の相談窓口の 

      周知について、研修 

 ・市要保護児童対策地域協議会実務者会議にて情報共有 

・生徒指導情報交換会（大津市堅田少年センター、彦根市少年センター） 

・補導委員・民生児童との情報交換会（大津市堅田少年センター） 

・生徒指導担当者等連絡会議の開催・情報交換会 

（犬上少年センター、木之本青少年センター、近江八幡市） 

・近隣高校訪問による情報交換会（犬上少年センター） 

・小中学校生徒指導主任・主事会への参加・情報共有・対応協議 

（湖南市少年センター） 

・中高生徒指導連絡協議会への参加・情報共有・対応協議 

（湖南市少年センター） 

・法務少年支援センターとの連携（高島市少年センター） 

・学校･警察連携会議へ参加（大津少年センター） 
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・青少年健全育成市民会議・少年補導委員会との情報交流会参加 

（大津少年センター） 

・中学校の生徒指導連絡会議参加（大津少年センター） 

・小学校対象とした生徒指導連絡会議を実施（大津少年センター） 

事例報告・事案検討と関係機関との交流を行う 

・講演会の実施（長浜青少年センター） 

内容：「救えたはずの命から託された願いをかなえるために～未来の

あなたが見たい。あきらめないで～」 

家庭だけでなく地域全体で子育てを支え、安心して生活でき

る環境づくり、関係機関などが相互連携する必要性を考えた 

・中学校ブロック生徒指導連絡協議会の開催（彦根市少年センター） 

・青少年育成指導者会議の開催（木之本青少年センター） 

・いじめ問題対策連絡協議会（近江八幡市） 

 ・いじめ問題専門委員会 （近江八幡市） 

・人権・青少年育成講演会の開催（東近江市） 

  内容：「差別をなくすから手をつなぐへ～グローカルに生きる～」 

※1 青少年センターの具体的な名称は、青少年センターのほか、少年補導センター、青少年育成センター、

青少年指導センター、青少年補導センター、青少年相談センター、少年センターなど、地域の実情や主たる

活動内容に応じ様々。（こちらは項目に沿った記載をお願いします。） 

 

※各区分に重複する取組内容については、【再掲】と標記 

※特に、最重点課題については記載漏れがないように願います。 

※各項目は必須ではありません。各自治体の実情に応じて推進した取組結果を記載してください。 

 


